
障害福祉事業所の取組などを紹介する長崎県CSR通信～第94号～
CSRとは「企業の社会的責任」のことです。

先日、新聞でとりあげられていましたが、県内各地のデパートや県庁１階等で障害福祉事業所

の商品を販売する「ふれあいショップ」が、１１／１７（土）～１１／２０（火）
にかけて年に一度の大販売会「ふくしフェスタ２０１２inアミュプラザ長崎」を長崎駅
かもめ広場で開催します。
今回は、このフェスタについて、主催者の街かどのふれあいバザール事務局松本室長にお話を
伺いました。

○「ふくしフェスタ」の概要・今回の意気込みを教えてください。

松本様「障害のある方が受け取る工賃の向上を図るためには、事業所で作られる製品を効果的
に販売することがとても重要になります。
本イベントでは、多くの集客が見込める長崎駅かもめ広場で大規模な販売会を開催することで、
事業所の売上げを増やすとともに、通勤などで偶然通りがかった人にも、障害者のことや障害
者が作る製品の認知度の向上を図る目的で開催しており、今回で１１回目になります。
当バザールは、県内各地のデパート等で販売会を行っていますが、これほど大きな販売会は
年に１度だけです。
ですから、事業所の意気込みもかなりのものです。普段より割安なサービス商品も多数ありま
すので、是非多くの方にご来場いただきたいと思います。」

○昨年に引き続き東北地方の事業所の商品も扱われると聞きましたが。

松本様「東北地方の復興支援のため、少しでも助けになるように販売させていただきます。
昨年度販売した際もほぼ完売することができました。今年も県内の事業所商品と併せ少しでも
多く売れるよう頑張ります。
また、来場いただいた方にご満足いただけるようアトラクションとして、よさこいソーラン
や龍踊りなどの催しを多数企画しています。
多くの方にご来場いただき、障害のある方が作った商品を実際に見て、触れて、買ってい
ただきたいと思います。」

＜出品予定＞
縫製品、海産物、パン、ケーキ、ラスク、
木工品、真珠、宝飾品、陶器、漬物

など盛りだくさん！

「長崎県CSR通信」 ◆発行部数2,573部 ◆電話095-895-2454 FAX095-823-５082
発行 長崎県障害福祉課（担当：藤川）平成2４年11月９日☆バックナンバーは「長崎県CSR通信」で検索

■■本FAXの送付を希望されない方は、大変お手数ですが、その旨ご連絡ください。■■

＜長崎県共同受注センターのお知らせ＞

障害福祉事業所って何ができるの？仕事を頼もうと思うけど、

どこに頼めばいいの？

事業所に仕事を頼もうと思ってくださっても、なかなか頼んでも

らえない原因です・・・

そこで！！

県内の事業所の「できること！」の情報提供と「仕事受注の窓口業

務の一本化」を狙い、【長崎県共同受注センター】を立ち上げました。

専属の職員を配置し、丁寧できめ細かい対応を行います。

次号で詳しく取り上げる予定です。 乞うご期待！！

ふくしフェスタ２０１２inアミュプラザ長崎のお知らせ

昨年の風景。今年は、県内外の約50施設が出展予定。


